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ブラジルの中の日本、日本の中のブラジル  : 写真
で見る100年、過去から未来へ
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Japanese in Brazil, Brazilians in Japan: 100 years in Photos -







In this article we will report about a photo exhibition held in October 2008 at Shizuoka University of Art and
Culture under the title of “Japanese in Brazil, Brazilians in Japan: 100 years in Photos - From the Past to the
Future”. The exhibition displayed the past and present in three sections: "Japanese Immigrants to Brazil in the
Past," "Nikkei People Now Living in Brazil," and "Brazilian People Now Living in Japan." We focused on
children as the torchbearers of the future and their dreams. We hosted three events to facilitate interaction
and deepen mutual understanding between the Japanese people and Nikkei Brazilian children who live in
Hamamatsu.
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た先輩たちの姿は、彼らに続く世代にとって
のロールモデルとなり、進学意欲を高めるた
めの大きな動機となるはずである。
　写真展終了後の2008年末にはブラジル人
の雇用環境は激変し、「座談会」参加者の中に
も保護者の失業により一時休学して家計を支
える者も出てきた。ブラジル人をめぐる雇用
情勢は依然として厳しいが、日本に留まるこ
とを決意した家族も少なくない。子どもたち
の未来を見据えて開催された今回の写真展は
好景気の時代のあだ花ではなく、厳しい時代
だからこそ求められる日本人とブラジル人の
相互理解に資するものであったと言えよう。
注
1） 本イベントについて、静岡県、静岡県教育委員会、浜
松市、浜松市教育委員会の後援と、財団法人はましん
地域振興財団の協賛を得た。さらに、浜松市による日
伯移民100周年記念事業「浜松記念事業」の一環と
しても位置づけられ、市のホームページや記念事業パ
ンフレットでも紹介された。
2） この部分は、藤崎［1997］、内山［2001］による。
3） 学生実行委員会は必要に応じて教員メンバーの指導を
仰いだ。教員メンバーも数回の情報交換ミーティング
を開催したし、実行委員会の全体会議はもちろん、実
行委員長、副委員長、各部門リーダーが出席する企画
会議にも参加した。
4） 学生実行委員会の活動については、実行委員長が作成
したブログを通じて情報提供が図られた。http://
suac.zero-city.com/を参照。
5） 2007年1月、2008年6月、同7月の3回、学内
で勉強会を実施した。また、2008年6月にはJICA
浜松デスクの大石真理子氏によるワークショップを開
催した。このワークショップは実行委員会の学生たち
にとって、異文化理解の視野を広げる上で重要な機会
となった。
6） 座談会についてはその全貌を文字化した報告書が作成
されている［鏡田・池上　2009］。また、そのハイ
ライト部分を編集した25分のDVDも視聴可能であ
る。希望者は池上（ikegami@suac.ac.jp）までご連
絡いただきたい。
7） 渡伯時に多大なご協力をいただいた在サンパウロの阿
部義光氏と中村進氏に、この場を借りて深く御礼申し
上げたい。
8） 展示物の詳細については、ポスターを作成した本学デ
ザイン学部4年（当時）の桑田亜由子氏が作成した図
録コンパクトディスクで閲覧できる。ただし、著作権
の問題があるため、一般には公開していない。閲覧希
望者は池上までご連絡いただきたい。
9） このシンポジウムの実質的主催者は池上とイシカワで
あった。シンポジウムの内容についてはイシカワ・池
上［2009］を参照。
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